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健康、安全、環境ポリシー

更新：2023年8月

ピレリグループは、事業を運営し発展させる際に、職場の健康と安全、人々の幸福、環境と生態多様性の保護を核となる価値と考えています。

このポリシーは、ピレリによって行われるすべてのグループの業務に適用されます。ピレリが運営のコントロールを持っていない場合、すべてのビジネスパートナー（合弁事業、サプライヤーな

ど）は、このポリシーに記載された原則に従うことを期待されています。

国際連合のグローバルゴールに貢献する意図を持ち、グループの持続可能な発展戦略は、職場の健康と安全、環境の側面での持続的な改善を追求し、ピレリの価値観と倫理規範に準拠し、次のよ

うな持続可能性モデルに基づいています：

 国際連合グローバルコンパクト。

 国際労働機関（ILO）の「基本的な原則と権利に関する宣言」内。

 「環境と開発に関するリオ宣言」。

 欧州連合の新しい成長戦略（「グリーンディール」として知られています）、化学物質セ

クターでの持続可能性とイノベーションを促進し、有害物質から人間の健康と環境を保護

することを目指す「持続可能性のための化学物質戦略」と厳格に結びついています。

 人間の健康と環境の保護に関連する多くの国際的な条約、例えば「持続性のある有機汚染

物質に関するストックホルム条約」、 「水銀に関する水俣条約」、および「国境を越える

有害廃棄物の移動と処分の制御に関するバーゼル条約」など。

具体的に、ピレリは以下のように行動します：

 ピレリは、職場の健康と安全、環境の保護に関する活動を適用可能な国際的、国内、地方

の法律および規制、および署名したすべての自発的なコミットメントに完全に準拠して、

また最高の国際的な管理基準に沿って行うことを約束します。

 ピレリは、職場での「ゼロ事故」および「個人への傷害なし」という目標を追求し、職場

の健康と安全のリスクの継続的な特定、評価、予防、および保護、事故の潜在的な原因の

迅速な除去、特定のタスクに関連する従業員の健康モニタリング計画の実施を通じて、こ

れらの目標を達成します。

 精神的および身体的な健康、仕事と生活のバランスを改善するプログラムの開発を支援し

ます。

 プロセス、製品、およびサービスのライフサイクル全体にわたる職場の健康と安全、環境

パフォーマンスの持続的改善の具体的な目標を定義し、ステークホルダーに対してモニタ

リングおよび伝達します。

 デューディリジェンス（例：サプライヤーに対する）およびM&A活動において、健康、安

全、および環境評価を統合します。

 ピレリは、循環経済の原則を遵守し、それを「5R」アプローチ（再考する、拒否する、削

減する、再利用する、リサイクルする）に翻訳して製品と生産プロセスを開発し、気候変
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動の緩和とバリューチェーンにおける進行的な脱炭素化、資源の責任ある使用と消費の削

減、汚染物質排出の最小化を追求します。

 事故が発生した場合に人々や環境に害を防ぐための緊急対応プログラムを開発し、実施し

ます。

 従業員に安全で環境にやさしい方法での作業を行う方法を力付け、訓練し、奨励し、組織

全体のすべてのレベルを含む従業員を継続的なトレーニングおよび情報プログラムに参加

させ、職場の健康と安全、環境への尊重の文化を促進し、会社の責任とこれらの分野での

手順が適切に更新、伝達、理解されることを確保します。

 バリューチェーン全体にわたる環境リスクの持続的な特定、評価、予防、および軽減を通

じて環境保護を追求します。

 「生態多様性の損失なし」の原則を採用し、生物多様性、生態系、および関連する生態系

サービスへの影響を最小限に抑えることを約束し、「緩和階層（避ける、最小限に抑える

、修復および再生、補償）」を通じて行動します。

 保護地域や生物多様性に関連する場所での運用を最小限に抑えるよう注意を払います。1特

別な興味や価値のある場所を考慮し、新しい生産拠点の選択が保護地域を尊重し、生物多

様性の保護、生態系サービスの維持、森林伐採の防止を確保するようにします。

 製品とサービスのライフサイクルにおける大気、土壌、水への影響を減少させるための環

境目標と目的を設定し、「ゼロ廃棄物処分地」を目指すなど、回収とリサイクルの最大化

を目指します。

 職場の健康と安全に関する労働者およびその代表者の協議と参加を促進します。

 このポリシーで扱われる問題に関心を持つ規制機関、学術機関、非政府組織、業界団体と

、国内外で積極的に協力します。

 供給業者に対して、職場の健康と安全、環境の保護、生物多様性と生態系の保護、森林伐

採の防止、自然資源と材料の保存と責任ある利用に関して、国際基準および彼らの活動を

行う国の法律および規制に従った同じ責任あるアプローチを、サイトと供給チェーン全体

で適用するよう要求します。これに関する詳細は、ピレリのサプライヤーコード・ オブ・

コンダクトに記載されています。

このポリシーで表現された価値を追求するために、ピレリは継続的な改善に焦点を当てた統合された、構造化された、動的な管理システムを採用し、ベストプラクティスと関連する国際的な標準

に基づいています。

ガバナンスおよびディスクロージャー

ピレリの最高経営陣は、健康、安全、環境部門および他の関連部門（例：研究開発、持続可能性、調達、品質、製造、企業リスク管理部門など）のサポートを受け、このポリシーの完全な実施に

おいて戦略的な役割を果たし、すべての従業員とピレリと協力する関係者の参加を確保し、ここに含まれる価値観と一貫した行動を推進します。

1生物多様性に関連する重要なサイト - グローバル、地域、国内レベルで重要な生物多様性を含むサイト（「重要な生物多様性」）：地

域/生息地/保護種、IUCNレッドリストで極度に絶滅の危機に瀕している、絶滅危惧種または危険種に分類される種、固有種、国際的に

認識された地域（世界遺産地、ラムサール湿地、ユネスコの人間と生態系）。
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健康、安全、環境分野の計画とパフォーマンスは、持続可能性戦略委員会（CEOが議長を務め、少なくとも半年に一度開催される機関）で議論され、承認され、持続可能性計画と結果は関連

する取締役会委員会に提出され、議論され、最終的に取締役会で承認されます。

計画と結果は、取締役会の承認を経て、グループの年次報告書に報告されます。

報告、機密性、報復のないこと、および違反の場合の結果に関する情報

ピレリグループは、この文書の受取人に対して、このポリシーに含まれる原則を違反または違反する可能性のある、ピレリのいかなる行為または怠慢も、善意で報告することを奨励します。匿名

での報告も受け入れています。 グループの告発ポリシーは、

www.pirelli.comで公開されており、複数の言語で提供されており、報告の手順、報告の管理方法、機密保持および報復防止の保証について記載されています。

このポリシーに違反した場合、告発プロセスを通じて特定されたか、別の方法で特定されたかにかかわらず、ピレリはその場合の重大性に応じて適切な措置を講じます。これは、適用可能な法的

、規制、契約、および規律制度に従います。

このポリシーに関連する文書：

 倫理規範

 GLOBAL HUMAN RIGHTS POLICY

 GLOBAL QUALITY POLICY

 PRODUCT STEWARDSHIP POLICY

 SUSTAINABLE NATURAL RUBBER POLICY

 サプライヤーコード・ オブ・ コンダクト

 告発ポリシー

年2023 8月

グループ最高経営責任者 (CEO) 

アンドレア・ カサルーチ


